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キュレーションプラットフォーム事業に関するお知らせ 

～第三者調査委員会の設置および当社キュレーションプラットフォームサービス全記事非公開化に

関するお知らせ～ 

 

 2016年 12月１日にプレスリリース（http://dena.com/jp/press/2016/12/01/1/）でお知らせしま

した当社のキュレーションプラットフォームサービスにおける一連の問題に関し、以下のとおり、本

件に関する第三者委員会の設置、および、公正な調査を行う上で、MERYを含むすべてのキュレーショ

ンプラットフォームサービスの全記事の非公開化を決定いたしました。 

なお、今回の件に関しての責任を重く受け止め、経営責任を明確にするために、代表取締役社長兼

CEOである守安 功の報酬の減額（月額報酬の 30％を 6ヶ月間減額）を既に決定しております。 

 

１． 概要 

この度、当社のキュレーションプラットフォームサービスにおいて、根拠が不明確で誤った知識の

提供につながりかねない医療関連記事の掲載を行なっていたという問題に加え、他の方が作成された

記事等に対して不適切な取り扱いをしているのではないか、またこれが組織的になされたものではな

いか、さらには、当社の企業文化・風土に起因する問題なのではないか、といったご指摘を頂戴して

おります。 

当社はこの事態を真摯に受け止め、当社のキュレーションプラットフォームサービス全体に対して、

独立した社外の客観的な視点から公正な調査を受けることが、企業としての信頼を回復する最善の道

であると考え、第三者調査委員会を設置し、事実関係の調査を行なうことを 2016年 12月４日いたし

ました。同委員会は、取締役会の委嘱を受けた社外取締役を含む外部専門家によって構成するものと

します。 

MERYの運営組織・体制・方針は、既に記事非公開化を行なっている９つのメディア（WELQ、iemo、

Find Travel、cuta、UpIn、CAFY、JOOY、GOIN、PUUL）とは異なっておりますが、運営に関する疑義を

明らかにするための厳正かつ公正な調査を行なうにあたっては、サービス運営が停止していることが

必要との判断に基づき、MERYを含む全てのキュレーションプラットフォームサービスの記事の非公開

化を行ないます。MERYの全記事非公開化は 12月 7日を予定しております。 

当社サービスをご利用いただいている皆様、お取引先の皆様、インターネットユーザの皆様、および、

株主・投資家の皆様に多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしますことを、心より深くお詫び申し上

げます。 

なお、第三者調査委員会の詳細等は、末尾に添付のプレスリリースをご参照ください。 

 

 

 

 

 

 



 
２． 今後の見通し 

当社は、主力のゲーム事業は国内外ともにその市場動向を予測することが難しくユーザの嗜好や

人気タイトルの有無等、様々な不確定要素に収益が大きく左右されること等から、信頼性の高い通

期及び半期の業績予想数値を算出することが困難なため、四半期ごとの業績発表時に翌四半期の業

績見通しを公表しておりますが、2017年３月期第３四半期累計期間の業績予想（2016年 11月４日

公表）は以下のとおりです。 

 
売上収益 営業利益 

親会社の所有者に 

帰属する当期利益 

基本的１株当たり 

当期利益 

第３四半期 

(累計) 

百万円 % 百万円 % 百万円 % 円 

108,900 0.2 22,300 51.8 15,400 84.2 106.16 

 

キュレーションプラットフォーム事業は、当社の新規事業の一事業部門であり、その直近の業績お

よび上記の 2017年３月期第３四半期累計期間業績予想における詳細は以下のとおりです。 

（百万円） 2016年３月期 
   

 
第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 

売上収益（注） 220 325 494 669 

利益（注） -278 -339 -620 -349 

     
（百万円） 2017年３月期 

   

 
第１四半期 第２四半期 第３四半期（予想） 

 
売上収益（注） 976 1,484 2,178 

 
利益（注） -603 -236 8 

 
（注）本数値は、共通費等の配賦後の管理会計上の当該事業の業績であり、金融商品取引法に基づ

く監査手続を受けておりません 

 

上述より、現在公表しております 2017年３月期第３四半期累計期間業績予想に対する本件の影響は

軽微と考えられますが、今後の調査や、当事業に関連する子会社３社に係るのれん（2017年３月期第

２四半期現在の約 36億円）の評価の妥当性等の精査を進める中で連結業績見通しに影響が見込まれる

場合は速やかに開示いたします。 

 当社はこれまで、新規事業についてはキュレーションプラットフォーム事業を中長期の成長へ向け

た新たな柱の一つとして位置付けてまいりましたが、今般の決定により、当該事業の収益化へ向けた

目標（当社が想定していた 2017年３月期第３四半期において黒字化（表中参照）・2018年３月期中に

四半期単位で 10億円の利益創出）については、取り下げざるを得ないと判断しております。 

 

 

以上 
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第三者調査委員会の設置および 
当社キュレーションプラットフォームサービス 

全記事非公開化に関するお知らせ 
 
 
この度、当社のキュレーションプラットフォームサービスにおいて、根拠が不明確で誤った知識の提

供につながりかねない医療関連記事の掲載を行なっていたという問題に加え、他の方が作成された記事
等に対して不適切な取り扱いをしているのではないか、またこれが組織的になされたものではないか、
さらには、当社の企業文化・風土に起因する問題なのではないか、といったご指摘を頂戴しております。 

 
当社はこの事態を真摯に受け止め、当社のキュレーションプラットフォームサービス全体に対して、

独立した社外の客観的な視点から公正な調査を受けることが、企業としての信頼を回復する最善の道で
あると考え、第三者調査委員会を設置し、事実関係の調査を行なうことといたしました。同委員会は、
取締役会の委嘱を受けた社外取締役を含む外部専門家によって構成するものとします。 

 
MERYの運営体制・方針は、既に記事非公開化を行なっている９つのメディア（WELQ、iemo、Find 

Travel、cuta、UpIn、CAFY、JOOY、GOIN、PUUL）とは異なっておりますが、運営に関する疑義を明
らかにするための厳正かつ公正な調査を行なうにあたっては、サービス運営が停止していることが必要
との判断に基づき、MERY を含む全てのキュレーションプラットフォームサービスの記事の非公開化を
行ないます。MERYの全記事非公開化は 12月 7日を予定しております。 

 
当社サービスをご利用いただいている皆様、お取引先の皆様、インターネットユーザの皆様、および、

株主・投資家の皆様に多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしますことを、心より深くお詫び申し上げ
ます。 

 
記 

 
 
１．第三者調査委員会の目的 
今回の問題にかかる詳細な事実関係の調査および原因の究明（直接的な原因のみならず、企業風土、

コンプライアンスおよび組織運営体制の課題といった背景となる要因等を含む） 
 
２．第三者調査委員会の構成 
社外取締役を含む外部専門家によって構成するものとします。現在、人選を進めておりますが、決定

次第、速やかにお知らせします。 
 
３． 調査のスケジュール 
第三者調査委員会の体制が決定した後、第三者調査委員会が調査の範囲および方法を確定させた上で、

調査期間についても決定します。 
第三者調査委員会は、客観的かつ公正な調査を行い、調査終了後に当社取締役会に対して報告書を提

出する予定です。報告書は公表を行ないます。 



 
 
４．今後の予定 
当社では、上記のとおり第三者調査委員会を設置し、詳細な事実関係の調査および原因究明に取り組

みます。真に社会に受け入れられるインターネットサービスを提供することのできる企業を目指して、
第三者委員会の報告をふまえ、全ての役職員に対する必要な処分を含め、抜本的な改革を行います。 

 
 

以上 
 


